
食品表示基準(平成 27 年 3 月 20 日内閣府令第 10 号) 

別記様式１（第８条関係） 

名称 

原材料名 

添加物 

原料原産地名 

内容量 

固形量 

内容総量 

消費期限 

保存方法 

原産国名 

製造者 

 

備考 
１ この様式中「名称」とあるのは、これに代えて、「品名」、「品目」、「種類別」又は「種類別名称」

と表示することができる。 
２ 添加物については、事項欄を設けずに、原材料名の欄に原材料名と明確に区分して表示することが

できる。 
３ 原料原産地名については、事項欄を設けずに、対応する原材料名の次に括弧を付して表示すること

ができる。 
４ 消費期限に代えて賞味期限を表示すべき場合にあっては、この様式中「消費期限」を「賞味期限」

とする。 
５ 食品関連事業者が、販売業者、加工業者又は輸入業者である場合にあっては、この様式中「製造者」

とあるのは、それぞれ「販売者」、「加工者」又は「輸入者」とする。 
６ 原材料名、原料原産地名、内容量及び消費期限又は賞味期限を他の事項と一括して表示することが

困難な場合には、表示事項を一括して表示する箇所にその表示箇所を表示すれば、他の箇所に表示す

ることができる。 
７ 消費期限又は賞味期限の表示箇所を表示して他の箇所に表示する場合において、保存の方法につい

ても、表示事項を一括して表示する箇所にその表示箇所を表示すれば、消費期限又は賞味期限の表示

箇所に近接して表示することができる。 
８ 第８条第４号の規定に基づき名称を商品の主要面に表示した場合にあっては、この様式中、名称の

事項を省略することができる。内容量、固形量又は内容総量を名称とともに主要面に表示した場合も

同様とする。 

９ 第３条第２項の表の上欄に掲げる食品に該当しない食品にあっては、同表の中欄に定める事項、第

３条第３項により省略できる事項又は第５条の規定により表示しない事項については、この様式中、

当該事項を省略する。 

10 この様式は、縦書とすることができる。 

11 この様式の枠を表示することが困難な場合には、枠を省略することができる。 

12 不当景品類及び不当表示防止法（昭和 37 年法律第 134 号）第 11 条第１項の規定に基づき公正競争

規約に定められた表示事項その他法令により表示すべき事項及び消費者の選択に資する適切な表示

事項は、枠内に表示することができる。 


